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· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・本日18:30より､認知症疾患医療センターの研修会がパークホテルにて開催される予定。出席予定の職員は､時間に遅れることなく参加してください。

＜利用者様情報＞

・繁名　和恵　様～本日朝より､眠気を訴えることが目立つ。ぼんやりとした表情で過ごすことが目立ち､静養室で休む事が多い。妄想･体感幻覚等の症状を訴えることは内。途中で帰ることなく､最後までデイケアで過ごすことが出来ている。

・鈴木　真知子様～来所時より､37.1度の微熱が認められている。その他の症状はなく､プログラムも参加しており､落ち着いて過ごすことが出来ている。

・板橋　利美　様～｢自分は何でも生で食べるのが好きだから､今度レモンとパプリカを食べたい｣｢次回外来受診に行ったら､主治医に食べても良いか相談してくる｣等と訴えている。予算等を青風荘職員やデイナイトケア職員へ相談しており､説明することで納得している。

＜青明舎及びグループホームからの情報提供＞

・森田　清助　様～先週､転倒して膝をすりむいたとのことだが､疼痛等の訴えはない。

　　　　　　　　　5月中旬以降､これまで利用していた青明舎での入浴サービスを利用していない為､理由を確認。友人であるナイトケア利用者とともに､銭湯に行っていたと話している。銭湯は1回400円する為､経済的にきついとも話しており､利用日以外にも青陽館での入浴が行えることを本人へ伝えることとなった。

・高柳　和子　様～5/16発熱(37.3℃)が認められ､本人より電話にて報告がある。その他の症状はなく､翌日には熱が下がったとのこと。

　　　　　　　　　両親の命日が近いことを気にしており､弟へ､一緒に行きたい旨を相談したところ､｢仕事で忙しくて行けないから､バスで行ってほしい｣と言われたと話している。しかし､交通の便が悪いことを気にしており､親戚にも相談してみるとのこと。

・寺沢　彩　様　～先週､青明舎の登録を実施。また､同施設職員とともにハローワークへ行き､障害者雇用枠での就労に関する登録を実施してきたとのこと。今後も青明舎でサポートを続けていく。

・青木　紀子　様～デイケア利用者(繁名和恵様)との関係性において疲労感が強まり､デイケアを1週間休んだと話している。休むことでリフレッシュすることが出来たと話しているものの､先週中にはデイケアでも繁名様との関係性について相談していることもある為､随時他利用者との関係性や､疲労感等を確認し､介入していく。

・清水　秋男　様～5/24(土)青明舎行事(はっち･三八城公園散策)に参加してきたとのこと。移動距離が長かったものの､疲労感等を訴えることなく､楽しそうに参加していた。

・中村　茂　様　～｢足が痛くて歩けない｣｢整形外科を受診したい｣等と管理人や妹へ訴えており､妹からも｢マイナス思考だからそうなるんだ｣等と言われたとのこと。随時不安の傾聴･助言を実施している。

・繁名　和恵　様～先週金曜日､｢中性脂肪の赤ちゃんが生まれた｣｢神様に聞いたら､そうだと言われた｣等の幻聴･妄想の訴えが認められ､デイケアを欠席。管理人へも同様の訴えをしている。また､青山荘にて食事サービスを受けること(青山荘まで行くこと)に対しても強い疲労感を訴えており､｢自炊したい｣等の希望もある。食事サービスを利用することとした理由(自炊にすると食事バランスが崩れやすく､上記により体調も崩しやすくなる為。また､姉からの要望もあった為)を振り返り､まずは休まずデイケアを利用し､昼食をデイケアで取ることが出来るようになったら､管理人より姉へ自炊について相談していくことを伝えている。

・平　康子　様　～先週は腰痛を訴え､デイケアを欠席しがちであった。整形外科受診を説明しているが､｢風呂入っていないから｣等と訴え､受診を拒んでいる。管理人より､今日デイケアに行かない場合は､明日､管理人が介入して入浴をしていただくことを伝えたところ､渋々デイケアに来所。腰痛の訴えが続いていることから､早期に整形外科を受診できるよう介入していく。

＜外来情報＞

・富塚　勝幸　様～本人より､急きょ作業所の利用を開始する可能性があるとの報告がある。その際は｡外来に連絡し､予約時間を変更するよう説明している。

・向井　敦子　様～診察前､心理士とアートセラピー(塗り絵)を実施する予定としていたが､｢両親が死んだ｣｢郷ひろみがストーカーする｣等の妄想､感情失禁が目立っていた。また､昨日は就床前薬を服用していないとのこと。母へよく電話をしており､母と喧嘩をして妄想症状に繋げることが目立っている為､当分は母と電話をしないようにと主治医より説明を受けている。また､自宅できちんと自分の仕事(家事)をするよう伝えられている。本人より､筋注の希望があったものの､帰宅時に眠気が強まり､危険な為､レボトミンが臨時処方されている。

＜事例検討＞

田中　一　様　　統合失調症

検討内容目標の検討

長期目標病状悪化を防ぎ、肥満改善し、血圧・血糖値の安定を図る。

中期目標①妄想がある為、現実検討が出来るようになる。

②体重77ｋｇまで減量する。

短期目標①忘薬が無いようにし、妄想がある際は現実と区別出来るようになる。

②食生活の改善（間食は控える。）と運動時は体を大きく動かす。

治療計画①不安感がある場合はスタッフに相談出来る環境を整え、睡眠状況を確認する。

②食生活の内容（1日の水分量、間食量）を確認し振り返りを行ってい、アドバイスしていく。

現在の状況
・些細なことで不安を訴える(不安事がおばけになって襲ってくる等と話す)。

・強迫観念が目立つ。家電製品のスイッチを気にして､5～8回はグループホームに戻る等。

・幻聴(女性の悲鳴､コーラン(読経)､耳鳴り等)がある。

・主治医より､福祉的就労を考えてみるよう説明を受けている。本人は､｢うみねこ幸房を考えているが､ゆっくり進めたい｣と話している。

・本人は減量を希望。しかし､間食の大量摂取が目立つ(チョコパイ4個､揚げせんべい4枚､野菜ジュース200㏄､コーヒー､お茶等を､深夜に摂取する等)。

グループホームからの情報提供
・年金に関する不安等を訴えていたものの､4月に年金事務所へ行き､相談することで解消。現在は不安を訴えることはない。

・空けたままの自宅を気にしている。鍵が開けづらいこと､自宅内が汚いこと等。前管理人と､自宅を手放すことを検討したものの､本人は前向きではなかった。しかし､最近は｢自宅を処分しなきゃな｣等と訴えることもあり､気持ちが変わってきた様子。

検討内容

・現在の目標については､未達成なものもあり､継続することとした。

・就労に関しては､本人があまり積極的に考えている様子がないことが目立つ。本人が就労する上で気にしていること(強迫観念により､家電製品のスイッチが気になって何度も自宅へ戻り､朝の時間に間に合わない為､午後から参加出来ないか。また､口渇があり､常にペットボトルを持参して仕事することは出来ないか等)についてうみねこ幸房へ確認し､本人へ伝えることで､不安を軽減していくこととした。また､上記を受けて､本人の就労に関する意志を確認し､それから目標の再設定を実施していく。

